Association of Birth Weight with Diabetes and Insulin Resistance among Community Residents(地域住民における出生体重と糖尿病およびインスリン抵抗性との関連)<内容の要旨及び審査結果の要旨> by 神谷 真有美
  




学 位 の 種 類 
 
 
  博士 (医学) 
 
報 告 番 号 
 
  甲第１６３２号 
 
学 位 記 番 号   第１１６７号 
 
氏    名 
 
 
  神谷 真有美 
 
 
授 与 年 月 日 
 
 












Association of Birth Weight with Diabetes and Insulin Resistance 
among Community Residents 
（地域住民における出生体重と糖尿病およびインスリン抵抗性との関連） 
 








  主査： 城 卓志 










インスリン抵抗性との関連を検討した。対象は、2007 年 2 月から 2011 年 8 月までに岡崎市医師
会公衆衛生センターの人間ドックを受診した 7,575 人の中で、出生体重をグラム数で回答した
2,195 人（男 979 人、女 1,216 人）。「血糖を下げる薬を飲んでいる」「糖尿病にかかったことがあ
る」「糖尿病に現在かかっている」と回答した者、空腹時血糖が 126mg/dL 以上または HbA1c が
6.5％以上の者を「糖尿病既往あり」とした。HOMA-IR は、空腹時インスリン値×空腹時血糖値
/405 で算出し、空腹時血糖が 140mg/dL より大きい者を除外すると 2,105 人（男 915 人、女 1,190
人）となった。HOMA-IR が 1.6以上の者を「インスリン抵抗性あり」、BMIが 25以上の者を「肥
満」とした。最初に対象者を出生体重で 3群（＜2,500ｇ、2,500-3,999ｇ、≧4,000ｇ）に分けて解
析した。次に、BMI3群と出生体重 4群とを組み合わせた次の 12群で解析した。人数を BMI 
で概ね 3 等分したところ、男は＜22.5、22.5-24.9、≧25.0、女は＜20.5、20.5-22.9、≧23 となり、
出生体重は 2,500g 未満、2,500-2,999g、3,000-3,499g、3,500-3,999g の 4 群に分け組み合わせて 12
群とした。解析は男女別に行い、年齢、BMI、家族歴、アルコール歴、喫煙歴の影響を考慮し、
ロジスティック回帰分析を用いた。有意水準は 5％とした。出生体重をグラム数で回答した者は
男 21.9％（979人）女 34.9％（1,216人）だった。平均年齢±標準偏差は、男は、出生体重 2,500g
未満で 53.2±11.9歳、2,500-3,999ｇで 51.9±11.1 歳、4,000ｇで 51.0±12.6 歳、女は、出生体重 2,500g
未満で 52.1±9.7歳、2,500-3,999ｇで 49.6±9.5歳、4,000ｇで 49.1±11.1歳だった。HOMA-IR の平
均±標準偏差は、男は、出生体重 2,500g未満で 1.9±1.6、2,500-3,999ｇで 1.5±1.0、4,000ｇで 1.6
±1.1、女は、出生体重 2,500g 未満で 1.4±0.9、2,500-3,999ｇで 1.2±0.8、4,000ｇで 1.0±0.5 だっ
た。「インスリン抵抗性あり」は、男は、出生体重 2,500g未満で 33.3％（20人）、2,500-3,999ｇで
34.5%（287人）、4,000ｇで 26.1％（6人）、女は、出生体重 2,500g未満で 31.8%(34 人)、2,500-3,999
ｇで 19.4％（203 人）、4,000ｇで 11.8％(4 人)だった。男女とも低出生体重と糖尿病既往との関連
はなかった。女は低出生体重とインスリン抵抗性(オッズ比 1.82: 95%CI 1.17-2.82)、低出生体重と
肥満(オッズ比 2.49: 95%CI 1.56-3.96)との関連が認められた。BMI と出生体重を組み合わせた 12
群で、男は出生体重 3,000-3,499g＆BMI22.5-25.0 をリファレンスにした出生体重 2,500g未満＆BMI
















 2007 年 2月から 2011年 8 月までに岡崎市医師会公衆衛生センターの人間ドックを受診した
7,575 人より、出生体重をグラム数で回答した男 979 人、女 1,216 人を対象とした後ろ向き研
究である。「血糖降下薬を飲んでいる」「糖尿病の既往がある」「糖尿病にかかっている」
と回答した者、空腹時血糖（FBS）≧126mg/dL または HbA1c≧6.5%の者を「糖尿病」とし
た。HOMA-IR を空腹時インスリン値×FBS /405 で算出し、FBS＞140mg/dL の者を除外した
男 915 人、女 1,190 人を対象とした。HOMA-IR≧11.6 を「インスリン抵抗性」、BMI≧25 を
「肥満」とした。まず対象者を出生体重で 3群（＜2,500 g、2,500-3,999 g、≧4,000 g）に分け
て解析した。次に、BMI3 群（性別に BMI で概ね 3 等分した、男＜22.5、22.5-24.9、≧25.0、
女＜20.5、20.5-22.9、≧23.0）と出生体重 4 群（＜2,500g、2,500-2,999g、3,000-3,499g、3,500-
3,999g）とを組み合わせた 12 群で解析した。解析は性別に行い、年齢、BMI、家族歴、飲
酒・喫煙習慣を補正したロジスティック回帰分析を行った。統計計算は EZR を用いた。 
【結果】 
出生体重をグラム数で回答した者は男 21.9%、女 34.9%であった。平均年齢±標準偏差は、
男は、出生体重＜2,500g で 53.2±11.9 歳、2,500-3,999g で 51.9±11.1 歳、4,000g で 51.0±12.6
歳、女は、出生体重＜2,500g で 52.1±9.7 歳、2,500-3,999gで 49.6±9.5 歳、≧4,000g で 49.1±
11.1 歳だった。HOMA-IR の平均±標準偏差は、男は出生体重＜2,500g で 1.9±1.6、2,500-
3,999g で 1.5±1.0、4,000g で 1.6±1.1、女は出生体重＜2,500g で 1.4±0.9、2,500-3,999g で 1.2
±0.8、≧4,000g で 1.0±0.5 だった。「インスリン抵抗性」は、男は出生体重＜2,500g で
33.3%、2,500-3,999g で 34.5%、≧4,000g で 26.1%、女は出生体重＜2,500g で 31.8%、2,500-
3,999gで 19.4%、4,000g で 11.8%だった。男女とも低出生体重と糖尿病既往との関連はなかっ
た。女は低出生体重とインスリン抵抗性（オッズ比：1.82、95%CI：1.17-2.82）、低出生体重
と肥満（オッズ比：2.49、95%CI：1.56-3.96）との関連が認められた。BMI と出生体重を組み
合わせた 12群で、男は出生体重 3,000-3,499gかつ BMI 22.5-25.0をリファレンスにした出生体
重＜2,500g かつ BMI≧25.0 のインスリン抵抗性のオッズ比は 7.37（95%CI：2.27-23.9）だっ
た。女は出生体重 3,000-3,499g かつ BMI 20.5-23.0 をリファレンスにした出生体重＜2,500g か
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